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　今回、美旗地域の魅力をそれぞれ
の立場から４人にお話をお聞きしま
した。

　馬塚古墳を中心とする美旗古墳群は、全国的に
見ても誇れる歴史遺産であり、同時にわたしたち
が後世に残す必要があると感じました。
　新田水路は、330年以上も前にこのような大事
業が美旗地域で行われ、現在もその恩恵を受けて

いることに驚嘆しました。
　能の大成者である観阿弥が創座した地で、子ど
もたちが狂言に親しむ機会を持たせることで、能
楽文化や「観阿弥創座の地 名張」を継承してい
こうとする思いが伝わってきました。
　市民センターのサークル活動から始まった「美
旗メロン」が、20年足らずで美旗の特産になり
つつあり、生産されている人の労苦が報われてい

ることを嬉しく思いました。
　それぞれ、歴史・文化・伝統・挑戦と違うよう
に見えますが、皆さん美旗地域に誇りを持ってい
ることや熱意があることが感じられました。
　今回リポートをすることで、自分の住む美旗地
域の魅力を再発見することができました。皆さん
も、自分の住む地域や、名張市の魅力を探してみ
てはいかがでしょうか。

市民広報特派員 境さん の視点　

※「美旗メロン」の直売はJA伊賀南部カントリーエレベーター（上小波田）で毎年7月下旬から8月上旬にかけて行われます。

　美旗の「小波田」は、能楽大成者の観阿弥が初め
て座を設けた地と言われています。平成7年に市教育
委員会は、「観阿弥創座の地 名張」を発信しようと観
阿弥ふるさと公園を整備し、能舞台を作りました。
　観阿弥顕彰会では、子ども狂言など、地元の子ど
もたちが能や狂言に親しめるような取組みに力を入
れています。これからも、子どもたちを通じ、「観阿
弥創座の地 名張」を発信していきます。
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　「美旗メロン」の生産は、平成7年に美旗市民センター
の公民館サークル活動をきっかけに始まりました。生産し
ているのは11人、出荷数を年々増産し、今年は約7,500玉
を出荷しました（※）。
　「美旗メロン」の魅力は、糖度が高くて香りが良い、そし
て安いことです。毎年課題を見つけ、品質の安定したより
よいメロンを作り、美旗の特産に育てていきたいです。
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　毎年11月の第1日曜日には、
「観阿弥祭」が観阿弥ふるさ
と公園で開催され、地元の能
楽愛好家による仕舞や子ども
狂言などが披露されます。
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　公民館活動「美旗ガイド」として、
平成9年から美旗を案内。現在は、
ボランティアガイドおきつもで活動
※ガイドの派遣など詳しくは、㈳名
張市観光協会（  63‐9087）へ

「観阿弥創座の地 名張」を発信していきます
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各季節さまざまな表情を見せる新田水路（写真は春）
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